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８
月
29
日
、
１
月
24
日
、
益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、「
支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
」
を
通
し
て
、
身
近
な
地
域
に
お
け
る
日
常

的
な
助
け
合
い
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
益
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
吉
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
津
和
野
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
半
の
研
修
会
で
は
、
実
際
に
「
支
え
合
い
マ
ッ
プ

づ
く
り
」
を
行
い
、
そ
の
後
、
マ
ッ
プ
づ
く
り
で
発
見

し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、
地
域
で
話
し
合
い
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、後
半
の
研
修
会
で
は
、地
域
で
話
し
合
っ

た
課
題
解
決
等
の
結
果
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
の

横
浜
市
旭
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
梅
木
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
は
、
各
地
域
と
も
活
発
に
活
動
し

て
い
る
の
で
、
今
回
の
「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を

き
っ
か
け
に
、
さ
ら
に
ご
近
所
で
の
見
守
り
と
助
け
合

い
を
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
と
講
評
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を
き
っ
か

け
に
住
民
の
み
な
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を
ご

希
望
の
地
域
は
社
協
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
※
実
施
地
域
に
は
経
費
の
助
成
も
あ
り
ま
す
。）

平
成
30
年
度

 

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り

研
修
会
開
催

支え合いマップづくりで
地域共生社会づくり
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平成31年度　事　業　計　画
◎基本的な運営方針

１．住民主体、地域主体の福祉活動を進めます。
２．その人らしく自立した生活が出来るよう支援します。
３．住民の生活課題に向き合い、共に考え、行動します。
４．津和野町福祉計画と歩調を合わせ、地域福祉活動計画の実践に努めます。
５．津和野町からの受託事業を適正、効率的に運営します。
６．個別支援をもとに地域の生活課題を解決する仕組みづくりを進めます。

◎事業活動
１．自主財源事業

①福祉推進事業 
　地域福祉を推進する財源は、寄付および社協会費です。事業実態を地域の皆さまに知っていただくとと
もに、利用していただけるよう努力します。主な取組み内容は次のとおりです。
● 地域福祉活動計画の実践（支え合いマップづくり、買い物ツアー、お茶のみサロンなど）　● ふれあいまつり

● 町民余芸大会　● 俳句サロン　● チャリティー囲碁大会（春夏秋冬塾）　● ひとり暮らし高齢者誕生日花束贈呈

● チャリティーゴルフ大会　● 新生児誕生祝品贈呈　● 地域福祉会助成　● 諸団体助成金交付　● 貸出事業

● 広報誌作成（社協だより）

② ボランティア活動振興事業 
　地域福祉を推進するために、ボランティア活動は必要で欠かすことのできない事業です。ボランティア
センターを拠点とし、ボランティア会員の募集を勧めるとともに、各種ボランティア活動の充実・活性化
に努めます。なお、ボランティア参加者の固定化や高齢化などの課題もあるため、だれもが気軽に参加で
きるよう工夫していきます。主な取組み内容は次のとおりです。
● ボランティアセンター運営　● 月いちボランティア清掃（津和野地区）　● 災害ボランティアセンター設置・運営

● サマーボランティアスクール　● はがきボランティア　● 収集ボランティア　● 傾聴ボランティア

● しめ縄づくりボランティア支援（津和野地区）

③ 生活支援事業 
　生活支援については、多種多様なニーズが存在します。町行政をはじめとした関係機関や民生児童委員
の方々と、連携を取りながら対応を図っていきたいと思います。主な取り組み内容は次のとおりです。
● 心配ごと相談（明るい生活相談）　● 無料法律相談　● 遺言・相続・後見相談

● 緊急食糧支援事業（愛称：フードライン）　● 日常生活自立支援事業　● 法人後見業務

● 生活福祉資金貸付事業　● 民生融金貸付事業

２．津和野町受託事業
● 生活困窮者自立支援相談事業　● お達者サロン事業（津和野地区：ふれあいの場　日原地区：地域さんさんサービス）

● 高齢者等配食サービス事業　● 緊急通報装置業務事業（日原地区）

● 介護予防事業（日原地区）　・キラキラ体操教室　・元気アップ教室　・地域運動推進員事業

● 介護予防・生活支援総合整備事業　● 指定管理（津和野町保健福祉センターやまびこ・津和野町福祉センター）

３．共同募金配分事業
　島根県共同募金会津和野町共同募金委員会の事務局を本会が担っています。共同募金委員会の赤い羽根共
同募金などの助成金として、本年度は次の事業を行ないます。

〈本会が実施する地域福祉活動〉
● 高齢者福祉支援（手づくり弁当贈呈）　● 児童・青少年福祉支援（小学校入学者祝品贈呈）

● 住民全般支援（傾聴ボランティア研修会、社協だより発行）　● 歳末助け合い募金配分

〈福祉団体やボランティア団体が実施する地域福祉活動〉
● 津和野町老人クラブ連合会（高齢者福祉大会）
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収 入 の 部 金　　額（単位 : 円）

会　費 3,038,000
善意寄附金 3,590,000
町補助金 41,439,000
県社協受託金 1,717,000
町受託金 25,842,000
共同募金助成金 2,670,000
貸付事業償還金 375,000
事業収入（利用及び参加料） 4,555,000
介護保険収入 133,231,000
障害福祉サービス等事業 35,782,000
その他の収入 510,000
※社会福祉振興事業積立金取崩収入 9,100,000
※器具備品整備積立金取崩収入 2,700,000
※車輌運搬具整備積立金取崩収入 7,710,000
繰越金 31,467,000

合　　　　計 303,726,000

支 出 の 部 金　　額（単位 : 円）

法人運営事業 60,131,000
福祉推進事業 19,434,000
ボランティア振興事業 507,000
心配ごと・法律相談事業 729,000
日常生活自立支援事業 1,735,000
法人後見事業 278,000
生活福祉資金貸付事業 220,000
生活困窮者自立支援事業 4,580,000
お達者サロン事業 6,860,000
高齢者等配食サービス事業 6,860,000
緊急通報装置業務事業 100,000
生活支援体制整備事業 8,100,000
保健福祉センター管理事業　　 1,571,000
津和野町福祉センター管理事業　 1,021,000
民生融金貸付事業 2,050,000
共同募金一般募金事業 1,056,000
歳末たすけあい募金事業 1,700,000
介護保険事業 170,624,000
（内訳）
　居宅介護支援事業 49,768,000
　特定相談支援事業 3,860,000
　介護予防事業 1,100,000
　訪問介護事業 115,896,000
※社会福祉振興事業積立金 9,100,000
※器具備品整備積立金 1,780,000
※車輌運搬具整備積立金 5,290,000

合　　　　計 303,726,000

平成３１年度　一般会計予算

※本会の積立金は、目的別に社会福祉振興事業積立金・器具備品整
備積立金・臨時損失補てん積立金・車輌運搬具整備積立金があります。

● 津和野地域老人クラブ連合会（ふれあいスポーツ大会）

● 日原地域老人クラブ連合会（高齢者スポーツ交流事業）

● 津和野町身障者福祉協会（身体障がい者スポーツ・レクリエーション事業）

● だんご座の公演（子どもたちに良いものを見せるための活動）

４．介護事業
　津和野町内における介護事業については、町行政をはじめ関係事業所は、町民の負託に応えるため、精一
杯努力をされています。「要支援者」が自治体の地域支援事業に移行して来ていますが、町独自のサービス
により元気な時から切れ目のない介護予防を継続することが望まれています。
　介護保健制度が在宅介護の方向性にあっては、本事業が町民の皆さまに益々の負託に応えるものと思って
おりますので、更に経営改善に努め利用者本位に明るく誠実な対応につとめていきます。また、今後地域の
生活支援・介護予防サービスを行う各事業体と連携を取りながら要支援者についての多様な日常生活支援の
充実・強化を図れる新たな体制作りや、取り組みについて行政や各関係機関との連携をさらに密にし検討し
ていきたいと思います。特定支援事業はつわの清流会の「くすのき」と町内に２か所の事業所があり、障が
い福祉サービスを利用していただくための相談支援事業を行っております。利用者も徐々に増えており、特
に低年齢層の発達障害の方や精神障がい者の支援が増加傾向にあります。引き続き清流会と連携を取りなが
ら障がい者においても町内で元気な生活ができるよう支援して参ります。

● 介護予防支援・居宅介護支援 

● 訪問型サービス（総合事業）・訪問介護・居宅介護（障害者総合支援法）
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　下記の日程で心配ごと相談を実施します。どんなことでもかまいませんので、お気軽にご相談下さい。

相談事業のご案内

〈どこに相談してよいか分からない時〉

月 日（曜日）
５月 10日（金） 24日（金）

６月 14日（金） 28日（金）

７月 12日（金） 26日（金）

８月 ９日（金） 23日（金）

９月 13日（金） 27日（金）

月 日（曜日）
５月 １７日（金）

６月 ７日（金） ２１日（金）

７月 ５日（金） 19日（金）

８月 ２日（金） 16日（金）

９月 ６日（金） 20日（金）

【心配ごと相談】
　　場所：津和野町福祉センター　２階会議室
　　時間：午前10時～正午

【明るい生活相談】
　　場所：津和野町保健福祉センターやまびこ
　　時間：午前10時～正午

ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください！

　「高齢になり移動が困難になった」、「仕事があり相談に行く時間がない」などさまざまな理由で相談

窓口に来ることができない方がおられます。そこで本会では、心配ごと相談・明るい生活相談において

電話相談を開設し、気軽に相談できる体制づくりを行います。

【対応日時】

　心配ごと相談・明るい生活相談の相談日の相談時間中（10：00 ～ 12：00）のみの対応です。

【受付電話番号】

　心配ごと相談　　７２－１４９４（ケーブル電話 ＊７２－１４９４）

　明るい生活相談　７４－１６１７（ケーブル電話 ＊７４－１６１７）

（※社協職員が電話に出ますので、

 「心配ごと相談（明るい生活相談）へつないでください。」と

 お申し出下さい。）

ちょっとした心配ごとでもかまいません。

お気軽にご相談ください！

心配ごと相談・明るい生活相談で

電話相談をはじめます！
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　下記の日程で無料法律相談を実施します。借金、訪問販売、架空請求、土地の問題などさまざまな問題に弁護士が助
言します。お気軽にご相談下さい。

　下記の日程で遺言の書き方や相続、成年後見制度などについての相談会を開催します。お気軽にご相談ください。

〈法律に関することや専門的な問題がある時〉

〈遺言や相続、成年後見制度などについての相談がある時〉

〈経済的に困っている時〉

〈障がいについての悩みや困っている時〉

月　　日 場　　所 担当弁護士
５月17日（金） 津和野会場 田中弁護士

６月21日（金） 日 原 会 場 谷川弁護士

７月19日（金） 津和野会場 羽柴弁護士

８月23日（金） 日 原 会 場 田中弁護士

９月20日（金） 津和野会場 山本弁護士

○担当弁護士：益田ひまわり基金法律事務所	 田中　秀樹　弁護士
	 谷川法律事務所	 谷川　　円　弁護士
	 羽柴法律事務所	 羽柴　貴宏　弁護士
	 山陰リーガルクリニック益田事務所	 山本　　尚　弁護士
○場　　　所：日 原 会 場…津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）
　　　　　　　津和野会場…津和野町福祉センター（社協津和野支所）
○時　　　間：１3時～１6時（１人30分です）
※相談は無料です。※相談には予約が必要です。（電話：７２－１４９４）

○担当相談員：
　網本行政書士事務所　網本行政書士
※相談は無料です。
※予約は不要です。

【法律相談】

【遺言・相続・後見相談】

月　　日 場　　　　　　所
５月８日（水） 津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）

６月12日（水） 津和野町福祉センター（社協津和野支所）

７月10日（水） 津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）

８月７日（水） 津和野町福祉センター（社協津和野支所）

９月11日（水） 津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）

　津和野町特定相談支援事業所では、障がい（身体・知的・精神）のある方や、そのご家族の方などの悩みや、お困り
ごとについて、保険・医療・福祉の関係機関と連携し、相談や福祉サービスの利用のお手伝い・情報提供等の支援を行
います。

　津和野町社会福祉協議会では、生活上のさまざまな問題により困窮状態にある方に対し、地域の中で自立した生活が
送れるよう、一人ひとりに寄り添った相談対応をいたします。

「津和野町特定相談支援事業所」
場所　津和野町日原１４　保健福祉センターやまびこ内

電話　社協本所：　７４－１６１７
相談時間　8：30 ～ 17：15（土、日、祝日を除く）

相談窓口・津和野町社会福祉協議会
電話　本所：　７４－１６１７　　津和野支所：　７２－１４９４

相談時間　8：30 ～ 17：15（土、日、祝日を除く）
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　３月１日、津和野町福祉センターにおいて恒例のチャリ
ティー囲碁大会「春夏秋冬塾」の春塾を開催しました。当日は、
町内外から１２名の参加があり、熱戦が繰り広げられました。
なお、大会の結果は下記のとおりとなりました。

※チャリティー囲碁大会の収益金５，１０４円は、赤い羽根
共同募金に寄付されます。

【大会結果】個人の部 優　勝　安見　隆義（七段）
準優勝　石川　　訓（三段）
第三位　神野　紀雄（八段）

第37回  チャリティー囲碁大会
春夏秋冬塾

ふ
れ
あ
い
俳
句
サ
ロ
ン

私
の
作
品

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、気
軽
な
俳
句
会
を
通
し
て
、ふ
れ
あ
い
、交
流
を
深
め
、よ
り
豊
か
な
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う「
ふ
れ
あ
い
俳
句
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。気
軽
に
参
加
し
て
俳
句
を
話
題
に
お
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

剪
定
や
新
し
き
風
吹
く
抜
け
る	

金
子　

眞
次
（
耕
田
）

春
雷
や
遠
く
で
母
の
小
さ
き
声	

福
増　

泰
資
（
後
田
）

黄
白
と
花
水
仙
の
庭
狭
し	

世
良　

德
祐
（
森
村
）

隧
道
を
貫
け
正
面
の
沈
丁
花	

猪
俣　

北
洞
（
森
村
）

朝
寝
し
て
独
居
の
一
日
始
ま
り
ぬ	

下
森
ヤ
ス
ヱ
（
中
座
）

夕
づ
き
て
な
ほ
う
す
ら
い
の
ゆ
め
の
彩	

上
山　

純
子
（
高
峯
）

卒
業
生
一
同
起
立
衣
の
擦
れ	

大
庭　

南
子
（
池
村
）

団体の部 優　勝　日原チーム
　先鋒：橋本　正嗣（三段）
　中堅：村上健一郎（五段）
　大将：安見　隆義（七段）
準優勝　津和野チーム
　先鋒：井筒　喜美（二段）
　中堅：石川　　訓（三段）
　大将：山本　諄児（四段）

津和野町社会福祉協議会職員配置（平成 31年 4 月1日現在）

＜本　所＞
住所：津和野町日原 14 番地
 津和野町保健福祉センターやまびこ内
電話：74-1617

＜津和野支所＞
住所：津和野町森村イ 1025 番地
 津和野町福祉センター内
電話：72-1494

事務局長 小山　　隆
総務福祉部

総務福祉部長（兼総務課長） 水津　妙子
地域福祉・生活支援課

地域福祉・生活支援課長
（兼生活支援コーディネーター） 坂﨑　剛美

地域福祉・生活支援課職員 横田　弘幸
総務課

総務課職員 宮藤　浩二
総務課職員 渡邊　晃子

地域福祉・生活支援課
津和野支所長

（兼地域福祉・生活支援課職員） 上田　富晴

津和野支所次長
（兼地域福祉・生活支援課職員） 立花裕美子

総務課
総務課職員 勝丸　真弓

介護事業部
介護事業部長

（兼介護支援専門員、特定相談支援事業所管理者） 有吉　詠子

津和野居宅介護支援事業所
所　長（兼介護支援専門員） 長嶺公美子
介護支援専門員

（兼特定相談支援事業所相談支援専門員） 増野　磨美

介護支援専門員 柳原　幸恵
介護支援専門員 永嶺　貞子
介護支援専門員 三浦　潤子
介護支援専門員 久保田由香

日原訪問介護事業所
所　長（兼訪問介護員） 三好りよ子
訪問介護員 片岡　和枝
訪問介護員 大畑　千春
訪問介護員 小野　理子

津和野訪問介護事業所
所　長（兼訪問介護員） 村本　純子
訪問介護員 山本　麻美
訪問介護員 石川　志保
訪問介護員 郷田　愛子

【採用】
　　小山　　隆
　　（平成 31 年 4 月 1 日付）

【退職】
　　村上　和則（平成 31 年 3 月 31 日付）
　　中村　美穂（平成 31 年 3 月 31 日付）
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ボランティアコーナー 津和野町ボランティアセンター情報

月いちボランティア清掃活動のお知らせ

収集ボランティア活動

月 日 時 間 活動・集合場所 活 動 内 容

５月11日（土） 午前8時～ 9時 社協津和野支所 ごみ拾い

６月１日（土） 午前8時～ 9時 嘉 楽 園 ごみ拾い

７月６日（土） 午前8時～ 9時 津 和 野 駅 ごみ拾い

８月３日（土） 午前7時～ 8時 乙雄山・先哲墓地 草刈り

　本会では、古切手・使用済みテレホン
カード・書き損じはがき・ペットボト
ルのフタを募集しています。消印を押
された切手や使用済みのテレホンカー
ド、書き損じたはがきなどは集めるだ
けでボランティア活動になります。
　集めていただいた収集品を社協へ
持ってきていただければ、本会からＮＰＯ
などの団体へ送付することにより、福
祉活動の資金や発展途上国の救援活動
資金などに役立てられます。また、書
き損じはがきは、新しいはがきと交換
し、「はがきボランティア」に使用され
ています。ご協力をお願いします。
※収集の際のポイント
　①ペットボトルのフタは、洗浄をお願いし
ます。	②回収対象は「飲料用のペットボトル
キャップ」に限定しています。醤油やソース、お酒など飲料用以外のキャップは、受け付けできません。	③古切手は、周りを１㎝程度残
して切り取ってください。

収集ボランティアにご協力いただきありがとうございました。
　（3月31日受付分まで）

（順不同・敬称略）

水 津 元 一 山 本 重 子 岸 田 朱 美 青　木　美和子

池 田　　 亨 山 根 啓 子 久保田　　　豊 や ま む ら り な

有　田　キミ子 やむらしょうた 堀　　 勝 子 結　城　ナヲ枝

中 島 栄 子 竹 田 眞 一 村　上　トシ子 田 中 豊 司

日 熊 優 伸 篠 原 善 子 宮 内 文 子 久 保 晴 美

桑 原 弘 子 山　内　みさを 大久保　廣　道 山　 田　　　 進

齋 藤 絹 子 平 野 政 子 斎 藤 久 衛 津和野共存病院

栗 栖 組 津和野高校つわぶき寮 津和野モータース 麓 耕 自 治 会

コ ー ナ ン 日原デイサービス 豊 田 石 材 津 和 野 町 役 場

須 川 公 民 館 匿 名 ８ 名

今日からあなたも『たすケア“愛”』の主役になれる！
（助け合い）

　助け合いの必要性を感じている人やボランティアに関心がある人は多くおられますが、
時間を作って活動するということはなかなか難しいことです。
　ボランティアセンターでは、普段の生活の中で、だれにでも簡単にできる助け合い活動
やボランティア活動を紹介し、だれもが助け合いの主役になれる地域を目指します。

今日からできる助け合い

『ゴミ出しボランティア』
Vol.27

　近年、高齢化に伴いさまざまな生活課題が出てきてい
ます。中でも高齢や障がいなどにより体が不自由な方に
とってのゴミ出しが大きな問題となっています。誰しも
がそうだと思いますが、ゴミステーションまで大きく重
たいゴミ袋を運ぶのは大変な作業です。

　ゴミを出さずに生活することはできません。この問題
はみなさんの将来にも起こりうることです。自分がゴミ
を出しに行く「ついで」に近所の困っている方のゴミも
一緒に出してあげれば、無理な
くできる「ついで」のゴミ出し
ボランティアになります。
　さあ、あなたも「ゴミ出しボ
ランティア」をしてみませんか！

　左記の日程でボランティア清掃活動を
行います。子どもからお年寄りまで、ど
なたでも気軽に参加できます。
　みんなで清掃活動をして津和野のまち
をきれいにしましょう。
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皆様のご厚意は社会福祉事業に活用させていただきます。
発行の都合により掲載時期が遅くなりましたが、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

平成３０年度　共同募金実績報告
　昨年の１０月１日から１２月３１日の期間中に町民のみなさまをはじめ、各団体、小、
中学校から心温まる募金をいただきました。
　集まった募金は、津和野町老人クラブの健康づくりや世代間の交流事業への助成、
津和野町身障者福祉協会のスポーツレクリエーション事業への助成、青少年育成を目
的とした子どもたちへの人形劇公演事業への助成、その他、高齢者への手づくり弁当
贈呈事業などに使われます。
　歳末たすけあい募金については、歳末見舞金として対象世帯へお届けしました。
　ご協力ありがとうございました。

募 金 方 法 赤い羽根共同募金（一般募金） 歳末たすけあい募金

戸 別 募 金 2,270 件 1,680,900 円 2,234 件 1,478,900 円

街 頭 募 金 10 件 74,880 円 0 件 0 円

法 人 募 金 0 件 0 円 0 件 0 円

学 校 募 金 5 件 22,790 円 0 件 0 円

職 域 募 金 3 件 16,692 円 0 件 0 円

イ ベ ン ト 募 金 5 件 84,504 円 4 件 128,640 円

個 人 募 金 18 件 90,628 円 13 件 14,200 円

そ の 他 の 募 金 28 件 61,243 円 4 件 15,267 円

合　　計 2,339 件 2,031,637 円 2,255 件 1,637,007 円

津
和
野
支
所
受
付

本
所
受
付


